














ら、という願いを抱き始めたそうだ（Wondering Aloud: Reflections on 


















2014年10月には、司馬遼太郎の大著『坂の上の雲』の翻訳著 Clouds above 
the Hillに対して、第50回日本翻訳出版文化賞（NPO法人日本翻訳家協会）
を受賞された。翌年には水村美苗の長編小説『本格小説』の翻訳著 A True 
Novelに対しては、Next Generation Indie Book Awards（小説部門グラ




















翻訳著 Inheritance from Motherが刊行された。同女では2013年10月９日に、
翻訳者カーペンター先生とのご縁で、水村美苗氏をお迎えしての講演も実現
した。2017年には磯田道史著の歴史小説『無私の日本人』の翻訳著 Unsung 




















1978）を初めとし、The Art of Rosanjin（講談社インターナショナル、
1987）も特筆したい。
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　その他、日本の社会問題（教育、中流意識、漫画文化、女性のライフスタ
イル）にもアンテナをはり、『ジーニアス和英辞典　第３版』（大修館、
2008）や日本の英語教育についての記事・講演と、その範囲は果てしもなく
広い。おそらくカーペンター先生は、こうした幅広い分野での翻訳を、日本
文学を翻訳するための道筋とは考えずに、ひたすら、依頼のあった分野の翻
訳に専心なさってきたのであろう。そのひたむきな姿勢が、今日のカーペン
ター先生のすべてを作り上げていったのだと改めて感動し、敬服の念に打た
れる。
　最後に、本学における先生の足跡をたどってみたい。先生はいつもこうおっ
しゃっていた。「同女で教えることによって、ここまで私はやってこれたと
思います」と。先生は翻訳家であると同時に教室で学生たちを33年間教えて
こられた。そのご功労に心から感謝の気持ちをお伝えしたい。
　カーペンター先生が同志社女子大学に着任されたのは1986年４月まで遡る。
同女の短期大学部英米語科に専任講師として着任された。それから３年後の
1989年４月に同志社女子大学助教授、６年後の1995年４月には教授に、２年
後の1997年４月には大学院文学研究科日本語日本文化専攻修士課程教授、そ
の後2007年４月には大学院文学研究科英語英文学専攻博士課程（前期）教授、
2011年４月には博士課程（後期）教授へと昇任された。2014年４月からは同
志社女子大学および大学院文学研究科英語英文学専攻博士課程（前期・後期）
の特別任用教授として、続く５年間、本学・本学科で教鞭をとられた。また、
先生は着任なさってから９年後の1995年４月から、アメリカのバージニア州
ウィリアムズバーグ市において、１年間の在外研究で研鑽を積まれている。
　校務についても、宗教主任（1990．４～1992．３）、学生主任（1998．１
～2000．９）、そして英語英文学科主任（2008．４～2010．３）を歴任された。
2012年からは英語英文学会長を６年間（～2018．３）にわたって務められた。
先生が学科主任をなさった時期は、学科が学芸学部から表象文化学部に学部
名称を変更し、学科が京田辺キャンパスから今出川キャンパスに移転した記
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念すべき変革の期間であった。このように、先生は、大学人として、学生の
育成、専門分野における業績、大学運営への貢献、こうした３つの方面で、
たゆまず尽力・専心なさって、同僚たちを牽引してこられた。心から感謝を
申し上げたい。
　最後になるが、先生にお祝いを申し上げたい。2019年（平成31年）４月２
日に先生は本学から名誉教授の称号を授与された。この祝賀と共に、先生は
この2019年３月末日をもって同女から引退される。あまりにも特別な存在で
あったから、その寂しさは表現しようもないが、私たちは、先生の明るい笑
顔に勇気づけられて、その別れを出発として考えていきたい。そうした肯定
的な姿勢こそ、先生が私たちに教えてくださった大切な生き方であったよう
な気がする。本当に有り難うございました。
